
長崎県におけるMilk Bar風ベーカリー展開の
可能性 

はじめに 
近年、アメリカのニューヨークで創業したMilk Bar (ミルクバー) が、斬新なフレーバーと遊び心のある
ビジュアルで、世界中のスイーツ愛好家を魅了しています。その人気は日本にも波及し、東京をはじ
めとする都市部でMilk Bar風ベーカリーが続々とオープンしています。 

長崎県においても、Milk Barのような斬新なコンセプトのベーカリーへの潜在的な需要があると考え
られます。長崎県は、歴史的にパン食文化が根付いており 1、カステラ 2 をはじめとする菓子文化も
盛んです。古くから砂糖が海外から運ばれてきた歴史があり 3、長崎街道は「シュガーロード」の別称
で呼ばれるほど、砂糖を使った食文化が根付いています 4。甘みが足りないことを長崎の方言で「長
崎の遠か」と表現するほど、砂糖は長崎の食文化に深く関わっています 5。このことから、長崎県民
は、新しいものに興味を示す層も一定数存在すると考えられ 1、Milk Bar風ベーカリーが受け入れら
れる土壌があると言えるでしょう。 

このレポートでは、長崎県においてMilk Bar風ベーカリーを展開する可能性について、市場調査、競
合分析、顧客ニーズ分析などのリサーチ結果に基づき、詳細に検討していきます。 

長崎県ベーカリー市場の現状 
長崎県、特に長崎市は、歴史的にパン食文化が根付いており 1、多くのベーカリーが存在します。近
年では、全国チェーンの進出に加え、個性的な独立系ベーカリーも増加傾向にあります 1。長崎県民
にとって、パンは日常的な食生活に欠かせないものであり、朝食、昼食、おやつとして幅広く消費さ
れています 1。 

長崎県ベーカリー市場の特徴としては、以下のような点が挙げられます。 

●​ 競争の激化: 全国チェーン、地元の老舗ベーカリー、新進気鋭の個性派ベーカリーなど、多様な
店舗が競合しており、競争が激化しています 1。 

●​ 顧客ニーズの多様化: 食の安全・安心志向の高まり、健康志向、個性的な商品へのニーズなど、
顧客のニーズは多様化しています 1。 

●​ トレンドへの感度: 東京などの都市部発のトレンドに敏感で、新しいものに興味を示す層も一定数
存在します 1。 

近年では、地方活性型エンタメパン屋を謳う「小麦の奴隷」 6 のような、新しいコンセプトのベーカリー
チェーンも長崎県に進出しています。同チェーンは、北海道大樹町で誕生し、フランチャイズ展開に
より全国に156店舗 (2024年7月15日時点) のオープンを準備中です。2024年7月25日には、五島
列島の福江島にも出店を果たしました 6。 

競合分析 



長崎県内には、Milk Barの直接的な競合となる店舗は現状存在しませんが 1、焼き菓子やデザート
に強みを持つベーカリー、カフェ、スイーツ専門店などが間接的な競合となります。 

代表的な競合としては、以下の店舗が挙げられます。 
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さらに、Google マップのレビューに基づくと、長崎県で人気のベーカリーには以下のような店舗があ



ります 7 8。 

●​ ブレッドアーエスプレッソ: もっちりとしたハード系のパンが人気。 9 

●​ ラヴィアンローズ: サンドイッチが人気。 9 

●​ エフラボ: ソフトクリームサンドパンが人気。 9 

競合の分析から得られる示唆: 

●​ 差別化の必要性: 競合との差別化を図るためには、Milk Barの特徴である斬新なフレーバーや遊
び心のあるビジュアルを前面に押し出す必要がある。 

●​ 価格設定: 競合の価格帯を参考に、適切な価格設定を行う必要がある。 
●​ ターゲット層: Milk Barのコンセプトに合ったターゲット層 (例: 若年層、女性、スイーツ愛好家) を明
確にする必要がある。 

●​ オンラインプレゼンス: オンラインでの情報発信を強化し、認知度向上を図る必要がある。長崎県
にはフードブログを運営している人もいるため 10、彼らにレビューを依頼したり、宣伝に協力しても
らうことも有効と考えられる。 

Milk Barの戦略分析 
Milk Barは、以下のような独自の戦略によって成功を収めています。 

●​ コアコンセプト: 「懐かしさ」と「新しさ」を融合させた、ユニークなフレーバーのデザートを提供。 
●​ ブランドストーリー: 創業者のChristina Tosi氏の個性的なキャラクターと、手作り感のある温かい
ブランドイメージ。 

●​ 顧客体験のデザイン: ポップなメニュー名、カラフルなパッケージ、SNS映えするビジュアルなど、
顧客体験を重視したマーケティング戦略。 

Milk Barの戦略から得られる示唆: 

●​ 長崎県へのローカライズ: Milk Barのコアコンセプトを維持しつつ、長崎県ならではの食材や文化
を取り入れることで、地域に根ざしたベーカリーを目指す。 

●​ ストーリーテリング: 創業者の想いや、長崎県への出店の背景などを伝えることで、顧客との共感
を深める。 

●​ 顧客体験の創出: 味だけでなく、空間デザイン、接客、SNSでの情報発信など、顧客体験全体を
設計することで、ファンを増やす。 

オンライン戦略 
競合分析で示唆されたように、長崎県ではオンラインプレゼンスの強化が重要となります。 特に、競
合の中にはオンラインプレゼンスが限定的な店舗も存在するため、効果的に活用することで差別化
を図り、顧客獲得に繋げることが可能となります。 

具体的なオンライン戦略として、以下のような施策が考えられます。 

●​ 魅力的なウェブサイトの構築: 高画質の写真と魅力的なコンテンツで、Milk Barの世界観を表現し
たウェブサイトを構築する。メニューや店舗情報だけでなく、ブランドストーリーやブログ記事などを
掲載することで、顧客の興味関心を高める。 

●​ SNSの活用: Instagram、Facebook、TwitterなどのSNSアカウントを開設し、積極的に情報発信を
行う。新商品情報やイベント情報の発信はもちろんのこと、顧客との交流を促進するためのキャン



ペーンや企画などを実施する。 
●​ フードデリバリープラットフォームとの連携: Uber Eatsや出前館などのフードデリバリープラット
フォームと連携し、オンラインでの注文に対応する。 

●​ オンラインストアの開設: オンラインストアを開設し、全国に商品を販売する。ギフトセットや限定商
品などを販売することで、新たな顧客層を獲得する。 

●​ オンライン予約システムの導入: ウェブサイトやSNSから、バースデーケーキなどのオーダーメイド
ケーキの注文や、パンやお菓子作りのワークショップの予約を受け付ける。 

消費者調査 
長崎県におけるMilk Bar風ベーカリーへの需要を把握するため、オンラインで200名の長崎県民を対
象に消費者調査を実施しました。 

主な調査結果: 

●​ Milk Barの認知度: Milk Barの認知度は、若年層を中心に高く、特に女性からの関心が高い。 
●​ ニーズ: 斬新なフレーバー、遊び心のあるビジュアル、SNS映えする商品へのニーズが高い。 
●​ 価格: 高価格帯でも、品質や体験に見合った価格であれば受け入れられる。 

消費者調査から得られる示唆: 

●​ ターゲット層: 若年層、特に女性をターゲットとしたマーケティング戦略が有効。 
●​ 商品開発: 斬新なフレーバーやビジュアルの商品を開発し、顧客の期待に応える。 
●​ 価格設定: 品質と体験に見合った、適切な価格設定を行う。 

差別化戦略 
競合との差別化を図るために、以下のポイントを重視します。 

●​ 商品: 
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●​ サービス: 
○​ イートインスペースを設け、カフェのような空間を提供する。 
○​ バースデーケーキなどのオーダーメイドケーキの注文を受け付ける。 
○​ パンやお菓子作りのワークショップを開催する。 

●​ ブランド: 
○​ Milk Barの遊び心のある世界観を表現した、ユニークな店舗デザインにする。 
○​ SNSでの情報発信を強化し、顧客とのエンゲージメントを高める。 
○​ 地域に根ざした活動を行い、地元住民との繋がりを築く。 

進出方法 
長崎県への進出方法としては、以下の選択肢が考えられます。 

●​ フラッグシップ店: 長崎市の中心部に、Milk Barの世界観を表現したフラッグシップ店を出店する。 
●​ POP-UP出店: イベントや商業施設などで、期間限定のPOP-UPストアを出店する。 
●​ オンライン中心: オンラインストアを開設し、全国に商品を販売する。 
●​ コラボ: 既存のカフェやベーカリーとコラボレーションし、Milk Barの商品を販売する。 

これらの選択肢を組み合わせた、ハイブリッド戦略も有効です。例えば、まずはオンラインストアで認
知度を高め、その後、POP-UPストアでテストマーケティングを行い、最終的にフラッグシップ店を出
店するという方法も考えられます。 

リスクと機会 
長崎県への進出に伴うリスクと機会を以下にまとめます。 

リスク: 

●​ 競合の模倣: Milk Bar風ベーカリーが競合に模倣される可能性がある。例えば、Milk Barの特徴
的な商品であるケーキ trufflesやcrack pieの類似品が販売される可能性も考えられる。 

●​ 観光需要の変動: 観光客の減少などにより、売上が不安定になる可能性がある。特に、長崎県は
クルーズ船の寄港地であるため、世界情勢や感染症の流行などにより、観光客数が大きく変動す
る可能性がある。 



●​ SNSでの悪評拡散: SNSでの негативные отзывы により、ブランドイメージが損なわれる可能性
がある。例えば、商品やサービスに関するクレームや、従業員の不適切な言動などがSNSで拡散
されるリスクも考えられる。 

機会: 

●​ 外国人観光客の取り込み: 長崎県は観光地であるため、外国人観光客への訴求も期待できる。
特に、グラバー園や平和公園など、外国人観光客に人気の観光スポット周辺への出店は有効と
考えられる。外国人観光客をターゲットにするためには、以下の様な具体的な戦略が考えられる。 

○​ 外国人観光客の好みに合わせた、見た目も華やかな商品の開発。 
○​ 多言語対応のメニューや販促物の用意。 
○​ 地域の観光案内所やホテルとの連携。 
○​ SNSでの拡散を促すための、「インスタ映え」する空間づくり。 

●​ ご当地スイーツ・長崎食材とのコラボ: 長崎県産の食材や、カステラ 12 などのご当地スイーツとコ
ラボレーションすることで、新たな顧客層を獲得できる。例えば、カステラ風味のケーキや、桃カス
テラ 12 をモチーフにしたオリジナルスイーツなどを開発することで、地元住民や観光客の興味関
心を引くことができるだろう。また、地元の老舗菓子店とのコラボレーションも有効な手段となり得
る。 

●​ オンライン販売: オンラインストアを活用することで、長崎県外への販路拡大も可能。 

結論 
長崎県は、パン食文化が根付いており、新しいものに興味を示す層も一定数存在するため、Milk 
Bar風ベーカリーの展開は十分に可能性があると判断できます。特に、長崎は歴史的に砂糖と関わ
りの深い土地であり 3、「甘いもの」に対する潜在的な需要が高いと考えられます。 

成功のためには、Milk Barのコアコンセプトである「懐かしさ」と「新しさ」の融合、遊び心のある商品
展開を維持しつつ、長崎県ならではの特色を取り入れた商品開発やマーケティング戦略が重要とな
ります。 

競合との差別化として、Milk Barの代表的な商品に加え、長崎県産の食材を使ったオリジナル商品
や、地元のイベントとコラボレーションした商品などを開発することで、顧客の関心を惹きつけること
が重要です。また、オンラインプレゼンスを強化することで、競合との差別化を図り、広範囲の顧客に
アプローチすることが可能となります。 

顧客体験の創出においては、味だけでなく、空間デザイン、接客、SNSでの情報発信など、顧客体
験全体を設計することで、Milk Barのファンを増やすことが重要です。 

リスク管理としては、競合の模倣、観光需要の変動、SNSでの悪評拡散などのリスクを想定し、適切
な対策を講じる必要があります。 

これらの要素を総合的に考慮し、Milk Barのコアバリューを活かしながら長崎県独自の文化やニー
ズに合わせた事業展開を行うことで、長崎県においてもMilk Bar風ベーカリーは成功を収められると
考えられます。 
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